










































































































































































































































































































































































































































































































































1５．３ 1３．３ 1５．２ 
０．６ 
１６．３ 
１３．９ 
1３．７ 
２．５ 
１７．０ 
９．４ 
３
８
８
７
 
Ｌ
０
３
０
 
49.5％ 
1.9％ 
52.1％ 
46.1％ 
５０５％ 
1.9％ 
53.9％ 
47.9％ 
３
２
８
８
 
●
０
０
●
 
２
１
４
０
 
1．１ 
０．６ 
３．０ 
０．５ 
Ｍ 
ＳＤ 
Ｍａｘ 
Ｍｉｎ 
０．８ 
－１３．５ 
－１６．３ 
２．６ 
１８．４ 
９．６ 
･重心線の位置､足圧'１１心位置の｢X｣は'1]心線からの距離を､「Y｣は踵からの距離を示す。
．（）内は､Ｘは両足''１Wiに対する比率を､Ｙは足長に対する比率を表す。
･数字の－は中心線から左への偏椅を表す。
注）
表２助走姿勢の身体部位の角度と位置
矢状而 前額面
身体角度(度） 測定点(Ｃｌ､）下I退|ﾉﾘ傾角(度）
下１１退前傾
被験者角膝関節角股UM節/(１体幹仰角頭頂点腰椎点尾骨点左右ｎ
ｖ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
八
Ｕ
Ｆ
ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
β
４
ｎ
Ｕ
Ｒ
〉
〈
ｂ
〈
Ｕ
’
１
〈
０
句
ｌ
ｎ
Ｕ
０
〉
１
１
０
〉
ｎ
ｊ
ｑ
Ｊ
勺
ｌ
〈
０
句
Ｉ
Ｒ
Ｕ
〈
Ｏ
ワ
ー
ハ
ｏ
ｎ
０
勺
ｌ
〈
ｂ
［
ｌ
、
ひ
く
Ｏ
Ｆ
０
Ｃ,Ａ 
Ｙ.Ｋ 
ＳＡ 
Ａ.Ｋ 
Ｓ・Ｋ
ＹＫ 
Ｋ.Ｋ 
1,.Ａ 
ＦＡ 
Ｔ.Ｘ 
ＳＳ 
Ｔ.Ｓ 
[1.Ｓ 
1,.Ｗ 
５
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
 
０
０
０
●
●
Ｄ
Ｃ
０
０
●
０
０
０
●
 
２
５
７
６
１
１
７
１
６
４
４
１
３
９
 
５
５
５
５
５
５
４
５
５
５
５
６
５
４
 
ｎ
Ｕ
Ｆ
ｏ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ｎ
〉
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
５
２
１
５
８
１
４
５
１
０
１
６
０
４
７
 
Ｆ
０
Ｆ
０
Ｆ
０
Ｆ
０
ｑ
Ｕ
Ｆ
０
Ｆ
０
０
１
Ｆ
Ｏ
ｊ
４
Ｆ
０
Ｆ
ｏ
Ｆ
０
Ｆ
０
 
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０
０
０
０
，
 
０
爪
２
２
旧
Ｂ
４
５
５
５
８
Ｌ
Ｍ
Ⅲ
Ｌ６ 
４．５ 
３．２ 
４．５ 
０．６ 
１．６ 
－０．６ 
－１．７ 
２．３ 
１．７ 
０．３ 
２，３ 
１．６ 
３．２ 
２
９
２
２
５
２
２
５
８
４
２
８
２
６
 
刊
Ｌ
２
Ｌ
ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｌ
０
０
Ｏ
刊
Ｌ
Ｌ
５
２
２
２
５
５
９
０
５
４
２
０
６
２
 
℃
０
も
刊
訓
Ｕ
Ｌ
３
０
０
孔
８
０
０
４
２
４
６
９
３
２
９
４
２
８
ｌ
２
 
Ｌ
４
４
２
２
２
４
３
４
５
０
４
６
８
 
0.4 
-0.9 
２．２ 
Ｌ２ 
Ｌｌ 
-2.6 
2.3 
-0.6 
４．３ 
６．１ 
－０．８ 
３．６ 
２ 
０．２ 
5３．４ 
３．５ 
６１．０ 
４７．５ 
70.8 
8.7 
89.0 
59.0 
50.8 
ａ8 
57.0 
38.0 
Ｌ８ 
Ｌ８ 
２1，５ 
－１．７ 
Ｍ 
ＳＤ 
Ｍａｘ 
Ｍｉｎ 
５．１ 
５０ 
'４，０ 
－２．０ 
０．７ 
１．１ 
２．２ 
－１．８ 
－０．１ 
１．５ 
３０ 
－３．０ 
２．７ 
２．９ 
６．１ 
－３．２ 
１．３． 
２．３ 
６．１ 
－２．６ 
注）・il1'|定点は正中線からの水平I1Iilillliを表す。－は左方向を表す。
・下||進角度の－は外(llllへの傾きを示す。
重心線の位置は、､左右方向では全被験者の平均が0.1±0.8ｃｍとほぼ中心に位置していたがば
らつきがあり、最大で1.6ｃｍの偏椅がみられた。前後方向位置は平均で踵から13.7±2.3ｃｍ、
であった。踵からの距離は足長比で52.8±7.6％と、平均値は足底の中心よりもやや前方に位置
4８－ 
スキージャンプのシュミレーショントレーニングにおける助走姿勢の計測
していたが被験者間にばらつきがみられた。左右の足圧中心位置では左足がＸ：-15.3±0.8
ｃｍ、Ｙ：１３．３±2.6ｃｍ、右足がＸ：15.2±0.6ｃｍ、Ｙ：13.7±2.5ｃｍと、平均的には左右差は
、小さかったが、左右差が最も大きい者で、Ｘ方向では1.4ｃｍ、Ｙ方向では4.5ｃｍの差があった。
重心線の位置が支持基底面の中心に近いほど姿勢の安定性が良い事が知られている2)。そこ
で、支持基底面の中心から重心線の位置までの距離を算出し、重心動揺面積との関係を求めた。
その結果、相関係数γ＝0.27（ｐ＞0.05）と、有意な相関関係は認められなかった。
(2)姿勢及び重心線の位置と姿勢の関係について
表２に全被験者の助走姿勢の測定値を示した。矢状面については膝関節角が最も大きく（70.8
±8.7度)、以下、下腿前傾角（53.4±3.5度)、股関節角（50.8±５．８度）の11頂であった。体幹
仰角は5.1士5.0度と、水平よりもやや上向きであった。前額面では頭頂点が1.8士1.8ｃｍ、腰
椎点が0.7±1.1ｃｍと、それぞれ右に偏椅する者が多くみられた。各部位の偏筒の最大値は、
頭頂点4.5ｃｍ、腰椎点2.2ｃｍ、尾骨点、－３．０ｃｍであった。下腿の内傾角は左右ともに平均
が正の値であり、垂直よりもやや内側に傾く傾向が示された。
矢状面、前額面それぞれにおける各測定値と重心線の位置との関係を表３に示した。矢状面
では下I退前傾角と重心線の位置との間lこの有意な負の相関関係が認められた（γ＝-0.60､ｐ＜
0.05)。前額面では、腰椎点の位置と重心線の位置との間に有意な相関関係が認められた（γ＝
0.64、ｐ＜0.05)。その他の項目との間には有意な関係は認められなかった。
考 察
滑走中に姿勢を安定して維持するためには、重心の作用点を足底の中心に保つことが必要であ
る3)｡従って平地のシュミレーショントレーニングにおいても重心線を足底の中心､すなわち支持
基底面の中心に維持することが課題となろう。しかし実際には重心線が中心から前後左右にずれ
表３助走姿勢における重心線の位置と姿勢の関係
（数値は相関係数を示す）
a)前額而
下腿内傾角
頭頂点｜腰椎点尾骨点左 右
０．２５ 重心線の位置(X）
ｎｓ 
０．６４ 
＊ 
０．４７ 
ｎｓ 
０．２４ 
ｎｓ 
０．０７ 
ｎｓ 
b)矢)伏而
下腿前傾イウ膝関節ｲｩ股関節角体粋仰角
重心線の位置(Y）-0.61
＊ 
－０．１０ 
，ｓ 
-0.04 
11ｓ 
－０．０３ 
，ｓ 
１１ｓ:1〕>０．０５，＊:ｐ<０．０５
－４９ 
■、
法政大学体育研究センター紀要
ている選手が多くみられた。’11野ﾌﾞ'二5)は立位姿勢における重心動揺の分析から、姿勢制御を行う
上で個人に独自のset-point（身体動揺の復帰地点､平均位置)が存在することを報告している。本
研究においても同様に、各被験者Ｃとに独白のset-pointと思われる位置に重心を維持していた。
重心線の偏椅と重心動揺との間に有意な相関が認められなかったことから、本研究でみられた重
心線の偏椅は姿勢の安定性に影響を及ぼすものではないといえよう。しかし実際の滑走中は平地
よりも不安定な状態にある。重心位置の偏筒や左右の足圧中心点の位置の左右差が、スキーの乗
り方や滑走性に何らかの影響を及ぼすことは否定できない。この問題については今後の検討課題
としたい。
『競技スキー教程』7)では、姿勢を作る上での一般原則として下腿をできるだけ前傾させるこ
とが挙げられている。本研究の結果では、下腿角度においてＳＤが小さかったこと、また重心位
置との相関が高かったことから、姿勢を決定付ける重要なファクターと考えることができる。膝
角度については90～120度が良いとされているが、平均では90度を下回っていた。股関節角度に
ついては、より深く曲げて背中を伸ばす方法と、やや余裕を保つ方法とがあり、議論の余地があ
ろう。体幹部については基本的には地面と平行が良いとされているが、平均的にはやや上向きに
なる傾向がみられた。
前額面では、腰椎の位置の偏椅が重心線の位置に影響していることが示唆された。人間の姿勢
の左右の非対称性については、身体の形態と機能の左右差、あるいはラテラリティが影響してい
ることが報告されている１Ｍ)。スキージャンプの助走姿勢についても、同様のことが影響すると
考えられよう｡.またスキージャンプの助走姿勢は足関節と股関節を深く折り曲げる必要があるた
めに、関節の可動域の左右差が影響することも考えられる。これについては今後の課題としたい。
シュミレーショントレーニングの重心の前後位置を議論するには、実際の助走路を滑走する状
況を考慮する必要があろう。渡辺6)はシュミレーショントレーニングにおける助走姿勢と、滑走
中の助走姿勢を比較し、滑走中のほうが重心位置がやや前にあったことを報告している。滑走時
には空気抵抗が働くために足底への荷重は重心位置よりもやや後方に作用する。従って平地より
も重心位置をやや前方に移さなければならない7)。しかし平地でそれに従って重心位置を前に置
くと、足底に作用する荷重がつま先寄りにかかってしまい、感覚的にも実際の滑走とは異なって
くる。本実験では、重心位置は平均的には足底中心よりやや前方にあったが、個人間にばらつき
が見られた。シュミレーショントレーニングにおいて、姿勢の形を優先して重心をやや前に置く
べきか、あるいは足底への荷重のかかり方を重視して中心に置くべきかは議論の必要があろう。
しかしシュミレーションということを考えれば実際の感覚とより近い状態で行うことが望ましい
といえるのではないか。
次にＹ重心線の位置が最も前方にあった選手２名の姿勢を比較した（図５）。両者は重心線の
位置には大きな差はないが一見して姿勢の違いが見て取れる。ＫＫ選手は、下腿を深く前傾さ
せて、膝の角度も小さく、体幹が丸まっている。一方Ａ、Ｋ選手は下腿はそれほど前傾していな
いが、膝角度を大きくして腰の位置を高くし、さらに体幹を伸ばして頭の位置を前方に維持して
いる。両者は重心線の位置を前方に維持しているという点では共通しているが、その方法は異な
5０－ 
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Ｋ,Ｋ選手ＡＫ選手
ＡＩ〈選手 K｣〈選手
重心線の位置
下腿前傾角(度）
膝関節角(度）
股関節角(度）
体幹仰角(度）
６２．４％ 
５６ 
８６ 
５５ 
２．５ 
65.9％ 
４７．５ 
６６ 
５４ 
４．５ 
注）重心線の位置は､脈からの距離を足長比で表している。
図５助走姿勢の個人比較
っているといえよう。このような違いは、両者の体格や身体各部位の比重、また関節の柔軟性の
違いなどの身体条件の違いによるものと考えられる。（筆者の私見であるが、Ａ､Ｋ選手は足関節
の背屈可動域が小さく、下腿角度をあまり深くすることができない。一万ＫＫ選手は足関節は
柔らかいが股関節の屈曲可動域が狭い｡）スキージャンプの助走姿勢は下肢の３関節を深く折り
曲げる（特に足関節と股関節は可動域の限界近くまで曲げられる）ことで作られため、柔軟性に
欠ける選手にとっては関節の可動域が姿勢を作る上での制限因子となることが考えられる。選手
個々の特徴を十分に考慮した上で、個々に適切な助走姿勢を考えるべきであろう。
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